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｢今 からグループの中で，1 から 10 まで
数えてもらいます。最初にʠ1ʡを言

う人を決めますが，ʠ2ʡ以降は空気を読みな
がら誰かが一つずつカウントしていくことに
します」

これは，本書の中で紹介されているアイスブ
レイクの一つです。私は産婦人科や保健セン
ターなどで両親学級のファシリテーターを仕事
でさせてもらっているので，アイスブレイクに

は目がないのです。本書を拝読し，まず実践し
てみたのが冒頭で紹介した「ʠ10ʡまでカウン
トしてみよう」(p.74)というお題です。両親学
級のオープニングで受講者をグループ分けした
後，出題してみました。
本書は看護師の授業やミーティングの際のア
イスブレイク集ということですが，「緊張をほ
ぐす」「集中力を高める」などのアイスブレイ
クの効果は，両親学級を受講するマタニティ夫
婦にも共通して必要なものだと思います。実践
の結果，反応は実にさまざまでした。空気を読
むことがテーマのアイスブレイクですが，空気
を全く読めずに滞るチームもあれば，空気を読
み過ぎて一向に進まないグループ，何だか分か
らないけれど笑い声が絶えないグループ，いつ
までたってもゴールするグループが出てこない
ものの，いずれもものすごく盛り上がって，一
気に和やかな雰囲気になりました。
マタニティ夫婦の妊娠や子育ての在り方が家
族によって千差万別なのと同様，看護師一人一

人の良さや成長の方法も十人十色で正解はあり
ません。ですが，ファシリテーターが自分で
思っているほど，学習の場は多様な人を受け入
れる環境，つまり「安全基地」になっていない
ものです。これを言ったら変に思われるかな？
こんな質問をしたら場違いかな？ ─こんな

気持ちのまま最後まで過ごさせてしまうようで
は，ファシリテート失敗と言わざるを得ません。
ファシリテートには慣れているから大丈夫，で
はなく，慣れてきたからこそ新人の感覚・視点
を見失わないために，アイスブレイクを取り入
れてみよう，という気持ちが肝心です。
でも，気負わなくて大丈夫ですよ。本書に
は，想像するだけでもワクワクするようなアイ
スブレイクがたくさん掲載されていますので，
自分のファシリテートする場でこれをやったら
どうなるだろう？と想像を巡らせながら，楽し
んで取り入れてもらえたらと思います。
「手元のノートに，1 円玉のサイズと同じ丸
を描いてみて。……ホントにそんなに大き
い？」これだけでアイスブレイクに使えるんで
す。どうですか，やってみたくなってきたで

しょう？
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